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防災計画におけるモニタリングの位置付け
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防災計画の概要

災害対策基本法災害対策基本法 原子力災害対策特別措置法原子力災害対策特別措置法※

原子力安全委員会原子力安全委員会※指針類指針類

 災害対策の基本，防災行政の推進
 防災計画の作成
 災害予防･応急･復旧対策 等

ＪＣＯ事故を受けて，Ｈ12年に
災害対策基本法の特別法として施行

 迅速な初動体制の確保
 国と地方公共団体との有機的な連携
 国の緊急時対応体制の強化
 原子力事業者の責務の明確化 等

※ 平成24年6月改正法公布済み

災害対策の基本を定めた法律

原子力施設に異常が生じ，放射性物質または放射線の異常な放出あるいは，
そのおそれがある場合には，災害対策基本法災害対策基本法及び原子力災害対策特別措置法原子力災害対策特別措置法
に基づき，国・地方公共団体・原子力事業者原子力事業者はそれぞれの防災計画に従い，
所要の防災対策を講ずることとなっている。

 原子力施設等の防災対策について
 緊急時環境放射線モニタリング指針

※ 原子力規制庁へ一元化

専門的・技術的事項について定めた指針

原子炉等規制法原子炉等規制法※

 主務大臣は緊急の必要があると認める場合
には，災害を防止するために必要な措置を
講ずることを命ずることができる
※ 平成24年6月改正法公布済み

危険時の措置について規定

第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー
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防災計画の概要

防災業務計画防災業務計画

・事故情報の連絡，放射
能影響の早期把握活動，
屋内退避･避難収容，緊
急医療，情報伝達 等

関係省庁･関係機関の防災
に関する計画指定行政機関
毎に制定

災害対策基本法を受けて，より具体的な運用法を定めた『防災基本計画』
が中央防災会議により制定されており，国・地方公共団体・原子力事業者原子力事業者
の責務が明確化されている。

地域防災計画地域防災計画

地方公共団体の防災に関する
計画
地方公共団体毎に制定

原子力事業者原子力事業者
防災業務計画防災業務計画

事業者の予防・応急・
事後対策に関する計画
事業所毎に制定

国

防災基本計画防災基本計画
国・地方公共団体・原子力事業者が，それぞれ防災業務計画・地域防災計画・
原子力事業者防災業務計画を策定することを規定

・事故発生の通報実施，情
報の収集と提供，放射能
影響範囲の推定及び防護
措置，応急復旧 等

・事故情報の連絡，放射
能影響の早期把握活動，
屋内退避･避難収容，緊
急医療，情報伝達 等

地方公共団体 原子力事業者原子力事業者

第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー
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モニタリングの位置付け

それぞれの計画に定められている緊急時の実施事項のうち，モニタリングに
関連する事項は以下のとおり。

防災業務計画防災業務計画 地域防災計画地域防災計画 原子力事業者原子力事業者
防災業務計画防災業務計画

国

• 放射能の影響に関する情報を速
やかに内閣府関係者に連絡

⇒ 内閣府

• 放射性物質の放出状況，地方公
共団体が取りまとめたモニタリ
ング結果等を官邸，関係省庁地
方公共団体災害対策本部へ連絡

⇒ 経済産業省

• SPEEDIにより，放射能影響予
測等を実施し，結果を関係機関
へ伝達する

⇒ 文部科学省

• 航空機，艦艇等により，動員さ
れた要員を搭載し，空・海から
のサンプリングを支援

⇒ 防衛省

• 緊急時モニタリング班の設置

• 緊急時モニタリング活動（第１
段階・第２段階モニタリング）
の実施

• 測定結果の評価・解析

• 測定結果の現地本部長への報告
（以上福島県）

• 発電所敷地内及び発電所周辺の
放射線並びに放射能の測定を行
う

• 放射線監視データ，気象観測
データ，緊急時環境モニタリン
グデータ等から放射能影響範囲
を推定

• 推定結果の関係機関への報告

• 環境放射線モニタリング要員の
派遣

今回の事故における対応として，原子力事業者原子力事業者が
実施した事項について紹介

地方公共団体 原子力事業者原子力事業者

第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー
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２．モニタリングについて

事故を想定したモニタリング

第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー
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事故時のモニタリング計画概要

『緊急時環境放射線モニタリング指針(原子力安全委員会)』
⇒周辺環境の放射性物質，放射線に関する情報を得るために行なう

第第11段階段階：迅速に行なうモニタリング

① 原子力施設周辺の空間線量率，周辺に放出された放射性物質濃度

② 放出によって影響を受けた環境試料中の放射性物質濃度

③ 防護措置に資するための周辺環境における予測線量の迅速な推定

第第22段階段階：周辺環境に対する全般的影響を評価するためのモニタリング

④ ①項を継続し，対象核種を増やすなど，より詳細な大気中の放射性物
質濃度

⑤ ②項を継続し，対象核種を増やすなど，より詳細な環境試料中の放射
性物質濃度

⑥ 周辺住民等が実際に被ばくしたと考える線量の評価

緊急時環境放射線モニタリング緊急時環境放射線モニタリング

第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー
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事故時のモニタリング計画：位置付け

第１段階モニタリングの概要
○ 原子力緊急事態の発生直後から速やかに開始
○ 予測線量の推定に資すものであり，防護対策の判断材料
○ 迅速性が必要であり，第２段階の測定ほどの精度は要求されない

第２段階モニタリングの概要
○ 迅速性よりも正確さが必要
○ 広範囲にわたる環境に対する影響評価を実施
○ 積算線量，環境中へ放出された放射性物質が対象
○ 各種防護対策の解除のための判断材料

原子力事業者原子力事業者の役務
緊急モニタリングの一環として

○ 敷地内のモニタリング情報の提供(放出源情報放出源情報)
○ 事業所内の気象観測情報の提供
○ 緊急モニタリングへの人的･物的協力

国･地方公共団体国･地方公共団体
SPEEDIシステム※

による解析

※ System for Prediction of Environmental Emergency Dose Information
緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム

第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー
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事故時のモニタリング計画：原子力事業者

放出源情報放出源情報

気体状放射性物質気体状放射性物質
排気筒モニタ指示値

排気筒フィルタ計測結果

液体状放射性物質液体状放射性物質
液体廃棄物処理系排水

モニタ指示値

放水口モニタ指示値

環境情報環境情報
モニタリングポスト指示値

空間γ線量率

空気中ダスト･よう素

空間中性子線量

空間積算線量 モニタリング車

土壌

気象情報気象情報 ・・・ 気象観測装置

原子力施設原子力施設

周辺監視区域周辺監視区域

第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー
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２．モニタリングについて

実際のモニタリング状況

第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー
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実際のモニタリング状況

放出源情報放出源情報

気体状放射性物質気体状放射性物質
排気筒モニタ指示値

排気筒フィルタ計測結果

液体状放射性物質液体状放射性物質
液体廃棄物処理系排水

モニタ指示値

放水口モニタ指示値

環境情報環境情報
モニタリングポスト指示値

空間γ線量率

空気中ダスト･よう素

空間中性子線量 モニタリング車

空間積算線量

土壌

気象情報気象情報 ・・・ 気象観測装置

放出源情報

気体状放射性物質
・・・ 機能喪失

・・・ 機能喪失

液体状放射性物質
・・・ 機能喪失

・・・ 機能喪失

環境情報
・・・ 機能喪失

・・・ 3月11日より実施

・・・ 3月19日より実施

・・・ 3月11日より実施

・・・ 4月27日に実施

・・・ 3月21日より実施

・・・ 機能喪失

第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー

・モニタリング車搭載の風向風速計を利用
・福島第二原子力発電所の気象情報を参考
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実際のモニタリング状況：時系列

⑧⑦⑥⑤④③②①

東北地方太平洋沖地地震3月11日

試料採取開始

プラント近傍

サブドレン(湧水)

試料採取開始

集中環境施設取水口沖合放水口付近海底土陸土

27日

28日

14日

15日

16日

17日

4月 1日

試料採取開始試料採取開始2日

3日

海 水土 壌ダスト・
よう素

試料採取開始

試料の種類

試料採取開始

試料採取開始

試料採取開始

29日

31日

30日

29日

22日

21日

20日

19日

18日

13日

12日

①
②

④

⑦
⑤

⑥

⑧ ③

・作業環境変化の把握
・防護対策の立案
・周辺環境への影響監視

・蓄積状況の確認

・空気中放射性物質の影響把握
・散水，降雨による汚染水の

海洋流出の状況把握

・汚染水の流出影響の把握
(関係省庁との協議結果)

・放出源の把握
・拡散予測のための情報

(関係省庁との協議結果)

・施設からの汚染水流出に
鑑みて監視を追加

・滞留水の環境への影響
有無確認
(関係省庁との協議結果)

・滞留水の漏えい監視

第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー
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実際のモニタリング状況
第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー

空間線量率空間線量率

・モニタリングポストの復旧までにおいては
モニタリング車搭載の線量計で監視
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実際のモニタリング状況
第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー

ダスト・よう素
モニタリング地点

ダスト・よう素ダスト・よう素

以下の理由により場所を選定

・復旧作業の実施にあたり作業環境の変化を把握

・適切な防護措置を講じるための判断材料

・周辺環境への放出状況監視
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実際のモニタリング状況
第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー

土壌（陸土）土壌（陸土）

グラウンド

野鳥の森

産廃処分場近傍

・事故に伴い放出された放射性物質の蓄積状況確認

・敷地内土壌のついて1,2号機主排気筒を基軸に500m程度の距離を選定

・土壌採取可能な箇所を選定

南南西方向

5,6号機建屋前

500m地点

固体廃棄物貯蔵庫前

750m地点

1,000m地点

①，②および③は，保安院と

協議のうえ定例化
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実際のモニタリング状況
第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー

海水海水
（港湾内・放水口）（港湾内・放水口）

海水採取箇所

シルトフェンス

・次の理由から海洋への影響評価を目的に実施

1．空気中の放射性物質が検出されたこと

2．原子炉建屋への散水･放水作業を行なったこと

3．降雨

・放水口での検出に鑑み状況把握と影響評価を行うため
採取点を拡充

・施設からの汚染水流出に鑑みた監視

・シルトフェンスの効果の確認と性能把握
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実際のモニタリング状況
第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー

 

  

海水・海底土

海水・海底土・魚類等

海底土

海水・プランクトン

船びき網

福島第一原子力発電所

福島第二原子力発電所

海水・海底土海水・海底土
（福島県沿岸）（福島県沿岸）

30km

20km

・放出源の把握

・放出された放射性物質の拡散予測

・汚染水の放出による影響評価

・文部科学省実施の海域モニタリングの
広域化を踏まえた採取点の拡充

関係省庁との協議のうえ決定
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実際のモニタリング状況
第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー

海水海水
（茨城県沿岸）（茨城県沿岸）

 海水採取地点

・汚染水の放出による影響評価

・文部科学省実施の海域モニタ
リングの広域化を踏まえた
採取点の拡充

関係省庁との協議のうえ決定
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実際のモニタリング状況
第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー

海水海水
（宮城県沿岸）（宮城県沿岸）

海水採取地点

・文部科学省実施の海域モニタ
リングの広域化を踏まえた
採取点の拡充

関係省庁との協議のうえ決定
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実際のモニタリング状況
第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー

サブドレンサブドレン

♯♯22 TT/B/B♯♯1 T1 T/B/B

♯♯1 R1 R/B/B

♯♯22 RR/B/B

CC/B/B

RWRW/B/B
RWRW/B/B

♯♯3 T3 T/B/B ♯♯4 T4 T/B/B

♯♯3 R3 R/B/B ♯♯4 R4 R/B/BRWRW/B/B

RWRW/B/B

♯♯6 T6 T/B/B ♯♯5 T5 T/B/B

♯♯6 R6 R/B/B ♯♯5 R5 R/B/BRWRW/B/B

CC/B/B

プロセス主建屋プロセス主建屋

サイトバンカサイトバンカ
建建 屋屋

焼却工作建屋焼却工作建屋

雑固体廃棄物雑固体廃棄物
減容処理建屋減容処理建屋

ALAPALAP建屋建屋

♯♯66 D/GD/G

キャスク建屋キャスク建屋

共用プール建屋共用プール建屋
SPTSPT建屋建屋

11･･22号発電所本館号発電所本館

55･･66号発電所本館号発電所本館 集中廃棄物処理施設ほか集中廃棄物処理施設ほか

33･･44号発電所本館号発電所本館

サブドレン
サブドレン：試料採取対象箇所・高濃度汚染水の環境への影響監視
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実際のモニタリング状況

モニタリングにあたっての留意点･不具合事例モニタリングにあたっての留意点･不具合事例

第5回 福島第一原子力発電所事故に関するセミナー

留意点留意点
・構内の放射線バックグラウンド上昇に伴う放射線計測

⇒ 福島第二原子力発電所，社外機関等での放射線計測

・多量の試料計測への対応
⇒ 物的，人的リソースの確保

不具合事例不具合事例
・γ線放出核種計測器(Ge半導体スペクトロメータ)の解析プログラムエラー

⇒ 核種分析評価の手引きを作成

・核種分析結果の確認作業ミス
⇒ 第三者機関の専門家の確認と意見反映
⇒ 放射線計測器メーカーの専門家によるクロスチェック
⇒ 他電力，第三者機関への応援要請による確認精度の向上
⇒ 速報版(主要核種)と確定版(その他核種)の2段階確定公表


